
岩手県福祉サービス第三者評価の結果 
 

１ 第三者評価機関 

名 称 
社会福祉法人 
岩手県社会福祉協議会 認証番号 第２号 

所在地 盛岡市三本柳 8－1－3 評価実施期間 
平成２１年 ７月１６日～ 
平成２１年１１月 ５日 

  
２ 事業者情報 

事業者名称： 
（施設名） たばしね学園 

種別：障がい児施設 

代表者氏名：理事長 千葉 弘 
（管理者）施設長 高橋 照美 

開設年月日 
    昭和 44 年 4月 1 日 

設置主体：社会福祉法人岩手県社会福祉事業団 

経営主体：社会福祉法人岩手県社会福祉事業団 
定員（利用人員） 
５０名（３８名） 

所在地： 奥州市前沢区字田畠１８－５       ℡ ０１９７－５６－２１６０ 
                         FAX ０１９７－５６－６４７１ 

 

３ 総評 

◇ 特に評価の高い点 
○職員参加による中・長期計画策定と具体的な実践 

事業団の理念、基本方針を受け、事業団施設に対する県補助が終了となる平成 28年 
度を見据え、中・長期計画として平成 20年度から 22年度までの３ヵ年計画を策定して 
いる。この計画の作成に当っては職員で構成された中・長期検討委員会が、職員の意向 
調査を実施して計画の達成率を分析し、事業団本部の計画との整合性を保ち、かつ理念 
を具体的内容項目に変え、その項目ごとに計画の素案を作成して、最終的には園長を含 
めた会議で決定している。 

さらには決定された計画の項目ごとに担当者を決めて、計画項目の確実な実施と実施 
後の評価・見直しに責任を持たせている。 

また、この中・長期計画が反映された単年度事業計画は、施設利用児童が理解しやす 
いよう、文書表現を変え、文字を大きく、仮名を振るなど工夫を凝らしている。  

◇ 改善を求められる点 
○学園の将来像を描くための経営分析の実施 

   毎月の職員会議で、収支の状況や年度別・月別の消耗品費と光熱水費比較表を配布し
て経費節減を促しており、人件費削減のため職員の時間雇用を採用するなど、鋭意経営
努力がされている。 

しかしながら、現在の施設利用率の低下、デイサービス等在宅サービスの利用者の低
迷は大きな経営課題と思われ、これらの分析を実施することが必要である。 

具体的には、中・長期検討委員会のメンバーで現在の経営状況をコストの面と業務効
率の面から分析し、その数値から改善・改革あるいは独創的新規事業など、長期安定経
営対策の道を探す努力を期待したい。 

まずは、現状の数値を共有することから学園の将来を確かなものとしてほしい。 
 

 

４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント 

◇施設からのコメント 

当園は、福祉サービス第三者評価の受審は、今回が 3回目となります。受審の都度、改善 

すべき課題が明らかになり、改善に取り組んで参りましたので、確実にサービスの質の向上

に結びついていると考えております。 



今回の受審では、①職員が中・長期計画の検討方法を策定し、項目ごとに担当者を定め、 

責任を持たせることで確実な実施を目指すという、職員参加による中・長期計画の策定②「運

営方針・事業計画」を、施設利用児童が理解しやすいように利用児童用も作成していること

③「おもちゃ図書館」を通じた地域との交流の推進等について評価をいただきました。 

 一方、①学園の将来像を描くための経営分析の実施②職員個々の人材養成計画と計画に基 

づく養成の実施③地域ニーズ把握の推進とニーズをもととした新たな事業の展開などについ 

てご指摘をいただきました。 

学園の将来像を描くための経営分析の実施については、入所児童が定員に満たない状況に 

あり、大きな経営課題であることから、コストや効率面からの分析を行うとともに、インタ

ーネットの活用等、多くの県民に学園のより一層の周知を図り、入所に結び付けられるよう

努めて参ります。 

 今後におきましても、福祉サービス第三者評価基準ガイドラインに沿って改善に取り組み、 

利用者本位の質の高いサービスの提供に努めて参ります。 

 

◇岩手県社会福祉事業団事務局からのコメント 

岩手県社会福祉事業団では、平成 18年度から岩手県社会福祉協議会に評価を依頼し、延べ

34 の施設が、福祉サービス第三者評価を受審してまいりました。 

この４年間の受審や研修会の受講等を通して、職員のガイドラインの理解も徐々に進んで

きたところですが、十分な周知にまでは至っていないことから、今後も研修会の受講や内部

での学習など、受審の意義も含めた評価基準の理解等が課題と捉えております。 

当事業団の各施設では、サービスの改善を効果的かつ効率的に進めるため、過去の受審結

果に基づいた改善計画を作成しています。その計画に基づく改善活動を実施した上で、改善

状況を自己評価、あるいは改めて福祉サービス第三者評価を受審し、その結果をさらに次の

改善計画に反映させるというサイクルによって、継続性のある取り組みを行っております。 

平成２１年度においても、これまでの受審における評価結果を踏まえ、改善を積み重ねな

がら、8 施設が受審いたしました。 

今回の受審においては、次のような課題があったと捉えています。 

①評価機関（評価調査者）と受審施設（説明者）の間でガイドラインの理解や認識にズレ

があった、②評価調査者によって、ガイドラインの解釈が異なる場合があった、③過去に受

審した時点と比較して、運営状況に大きな変化がないと思われる項目について、評価が大き

く変化する場合があった、④評価機関からの評価結果の報告が、次年度の当初予算・事業計

画に反映できる時期に間に合わなかった。 

これらの課題については、サービス改善活動を進める上で支障となるものもあると思われ

ることから、評価機関と受審施設（法人）が、それぞれの役割を果たしながら連携を深め、

改善に努めていく必要があると考えています。 

 

  
５ 各評価項目にかかる第三者評価結果 

（別紙） 

 

 



別紙別紙別紙別紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各評価項目各評価項目各評価項目各評価項目にかかるにかかるにかかるにかかる第三者評価結果第三者評価結果第三者評価結果第三者評価結果
施設名：たばしね学園

第三者評価結果

Ⅰ-１-(1)-①　理念が明文化されている。 aaaa

Ⅰ-１-(1)-②　理念に基づく基本方針が明文化されている。 aaaa

Ⅰ-１-(2)-①　理念や基本方針が職員に周知されている。 aaaa

Ⅰ-１-(2)-②　理念や基本方針が利用者等に周知されている。 aaaa

第三者評価結果

Ⅰ-２-(1)-①　中・長期計画が策定されている。 aaaa

Ⅰ-２-(1)-②　中・長期計画を踏まえた事業計画が策定されている。 aaaa

Ⅰ-２-(2)-①　計画の策定が組織的に行われている。 aaaa

Ⅰ-２-(2)-②　計画が職員や利用者に周知されている。 aaaa

第三者評価結果

Ⅰ-３-(1)-①　管理者自らの役割と責任を職員に対して表明している。 aaaa

Ⅰ-３-(1)-②　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組みを行っている。 aaaa

Ⅰ-３-(2)-①　質の向上に意欲を持ちその取り組みに指導力を発揮している。 aaaa

Ⅰ-３-(2)-②　経営や業務の効率化と改善に向けた取り組みに指導力を発揮している。 aaaa

第三者評価結果

Ⅱ-１-(1)-①　事業経営をとりまく環境が的確に把握されている。 aaaa

Ⅱ-１-(1)-②　経営状況を分析して改善すべき課題を発見する取り組みを行っている。 aaaa

Ⅱ-１-(1)-③　外部監査が実施されている。 非該当非該当非該当非該当

Ⅰ-１-（１）理念、基本方針が確立されている。

Ⅰ-１-（２）理念や基本方針が周知されている。

Ⅰ-３-（１）管理者の責任が明確化されている。

Ⅰ-２-（１）中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

ⅠⅠⅠⅠ　　　　福祉福祉福祉福祉サービスサービスサービスサービスのののの基本方針基本方針基本方針基本方針とととと組織組織組織組織

ⅠⅠⅠⅠ----３３３３　　　　管理者管理者管理者管理者のののの責任責任責任責任ととととリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップ

ⅡⅡⅡⅡ　　　　組織組織組織組織のののの運営管理運営管理運営管理運営管理

Ⅱ-１-（１）経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅰ-２-（２）計画が適切に策定されている。

ⅠⅠⅠⅠ－－－－２２２２　　　　計画計画計画計画のののの策定策定策定策定

ⅡⅡⅡⅡ－－－－２２２２　　　　人材人材人材人材のののの確保確保確保確保・・・・養成養成養成養成

Ⅰ-３-（２） 管理者のリーダーシップが発揮されている。

ⅠⅠⅠⅠ－－－－１１１１　　　　理念理念理念理念・・・・基本方針基本方針基本方針基本方針

ⅡⅡⅡⅡ－－－－１１１１　　　　経営状況経営状況経営状況経営状況のののの把握把握把握把握



第三者評価結果

Ⅱ-２-(1)-①　必要な人材に関する具体的なプランが確立している。 aaaa

Ⅱ-２-(1)-②　人事考課が客観的な基準に基づいて行われている。 bbbb

Ⅰ-２-(2)-①　職員の就業状況や意向を把握し必要があれば改善する仕組みが構築されている。 aaaa

Ⅰ-２-(2)-②　福利厚生事業に積極的に取り組んでいる。 aaaa

Ⅱ-２-(３)-①　職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。 bbbb

Ⅱ-２-(３)-②　個別の職員に対して組織としての教育・研修計画が策定され計画に基づいて具体的な取り組みが行われている。 aaaa

Ⅱ-２-(３)-③　定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直しを行っている。 bbbb

Ⅱ-２-(４)-①　実習生の受け入れに対する基本的な姿勢を明確にし体制を整備している。 aaaa

Ⅱ-２-(４)-②　実習生の育成について積極的な取り組みを行っている。 aaaa

第三者評価結果

Ⅱ-３-(1)-①　緊急時（事故、感染症の発生時など）の対応など利用者の安全確保のための体制が整備されている。 aaaa

Ⅱ-３-(1)-②　利用者の安全確保のためにリスクを把握し対策を実行している。 aaaa

第三者評価結果

Ⅱ-４-(1)-①　利用者と地域とのかかわりを大切にしている。 aaaa

Ⅱ-４-(1)-②　事業所が有する機能を地域に還元している。 aaaa

Ⅱ-４-(1)-③　ボランティアを受け入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。 aaaa

Ⅱ-４-(2)-①　必要な社会資源を明確にしている。 bbbb

Ⅱ-４-(2)-②　関係機関等との連携が適切に行われている。 aaaa

Ⅱ-４-(3)-①　地域の福祉ニーズを把握している。 bbbb

Ⅱ-４-(3)-②　地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が行われている。 aaaa

ⅡⅡⅡⅡ－－－－３３３３　　　　安全管理安全管理安全管理安全管理

Ⅱ-３-（１）利用者の安全を確保するための取り組みが行われている。

Ⅱ-２-（１）人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ-４-（１）地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ-４-（２）関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ-４-（３）地域の福祉向上のための取り組みを行っている。

ⅢⅢⅢⅢ　　　　適切適切適切適切なななな福祉福祉福祉福祉サービスサービスサービスサービスのののの実施実施実施実施

Ⅱ-２-（２） 職員の就業状況に配慮がなされている。

ⅡⅡⅡⅡ－－－－４４４４　　　　地域地域地域地域とのとのとのとの交流交流交流交流とととと連携連携連携連携

Ⅱ-２-（３）職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ-２-（４）実習生の受け入れが適切に行われている。



第三者評価結果

Ⅲ-１-(1)-① 利用者を尊重したサービス提供について共通の理解をもつための取り組みを行っ
ている。

aaaa

Ⅲ-１-(1)-②　利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整備している。 aaaa

Ⅲ-１-(2)-①　利用者満足の向上を意図した仕組みを整備している。 bbbb

Ⅲ-１-(2)-②　利用者満足の向上に向けた取り組みを行っている。 aaaa

Ⅲ-１-(3)-①　利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備している。 aaaa

Ⅲ-１-(3)-②　苦情解決の仕組みが確立され十分に周知・機能している。 aaaa

Ⅲ-１-(3)-③　利用者からの意見等に対して迅速に対応している。 aaaa

第三者評価結果

Ⅲ-２-(1)-①　サービス内容について定期的に評価を行う体制を整備している。 aaaa

Ⅲ-２-(1)-②　評価の結果に基づき組織として取り組むべき課題を明確にしている。 aaaa

Ⅲ-２-(1)-③　課題に対する改善策・改善計画を立て実施している。 aaaa

Ⅲ-２-(2)-① 個々のサービスについて標準的な実施方法が文書化されサービスが提供されてい
る。

aaaa

Ⅲ-２-(2)-②　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。 bbbb

Ⅲ-２-(3)-①　利用者に関するサービス実施状況の記録が適切に行われている。 aaaa

Ⅲ-２-(3)-②　利用者に関する記録の管理体制が確立している。 aaaa

Ⅲ-２-(3)-③　利用者の状況等に関する情報を職員間で共有化している。 aaaa

第三者評価結果

Ⅲ-３-(1)-①　利用希望者に対してサービス選択に必要な情報を提供している。 bbbb

Ⅲ-３-(1)-②　サービスの開始にあたり利用者等に説明し同意を得ている。 aaaa

Ⅲ-３-(2)-① 事業所の変更や家庭への移行などにあたりサービスの継続性に配慮した対応を
行っている。

aaaa

Ⅲ―Ⅲ―Ⅲ―Ⅲ―３３３３　　　　サービスサービスサービスサービスのののの開始開始開始開始・・・・継続継続継続継続

Ⅲ-３-（１）サービス提供の開始が適切に行われている。

Ⅲ-３-（２）サービスの継続性に配慮した対応が行われている。

Ⅲ-１-（１）利用者を尊重する姿勢が明示されている。

ⅢⅢⅢⅢ－－－－１１１１　　　　利用者本位利用者本位利用者本位利用者本位のののの福祉福祉福祉福祉サービスサービスサービスサービス

Ⅲ-１-（２）利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ-１-（３）利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

Ⅲ-２-（１）質の向上に向けた取り組みが組織的に行われている。

ⅢⅢⅢⅢ－－－－２２２２　　　　サービスサービスサービスサービスのののの質質質質のののの確保確保確保確保

Ⅲ-２-（２）個々のサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ-２-（３）サービス実施の記録が適切に行われている。



第三者評価結果

Ⅲ-４-(1)-①　定められた手順に従ってアセスメントを行っている。 aaaa

Ⅲ-４-(1)-②　利用者の課題を個別のサービス場面ごとに明示している。 aaaa

Ⅲ-４-(2)-①　サービス実施計画を適切に策定している。 aaaa

Ⅲ-４-(2)-②　定期的にサービス実施計画の評価・見直しを行っている。 aaaa

第三者評価結果

A-1-(1)-①　コミュニケーション手段を確保するための支援や工夫がなされている。 aaaa

A-1-(1)-②　利用者の主体的な活動を尊重している。 aaaa

A-1-(1)-③　  利用者の自力で行う日常生活上の行為に対する見守りと支援の体制が整備されている。 aaaa

A-1-(1)-④　利用者のエンパワメントの理念にもとづくプログラムがある。 bbbb

第三者評価結果

A-2-(1)-①　サービス実施計画に基づいた食事サービスが用意されている。 aaaa

A-2-(1)-② 食事は利用者の嗜好を考慮した献立を基本として美味しく、楽しく食べられるよう
に工夫されている。

aaaa

A-2-(1)-③　喫食環境（食事時間を含む）に配慮している。 aaaa

A-2-(2)-①　入浴は、利用者の障害程度や介助方法など個人的事情に配慮している。 aaaa

A-2-(2)-②　入浴は、利用者の希望に沿って行われている。 bbbb

A-2-(2)-③　浴室・脱衣場等の環境は適切である。 aaaa

A-2-(3)-①　排泄介助は快適に行われている。 aaaa

A-2-(3)-②　トイレは清潔で快適である。 aaaa

A-2-(4)-①　利用者の個性や好みを尊重し、衣服の選択について支援している。 aaaa

A-2-(4)-②　衣服の着替え時の支援や汚れに気づいた時の対応は適切である。 aaaa

A-2-(5)-①　利用者の個性や好みを尊重し、選択について支援している。 aaaa

A-2-(5)-②　理髪店や美容院の利用について配慮している。 aaaa

ⅢⅢⅢⅢ－－－－４４４４　　　　サービスサービスサービスサービス実施計画実施計画実施計画実施計画のののの策定策定策定策定

付加基準(障害者・児施設版)

Ａ－Ａ－Ａ－Ａ－１１１１　　　　利用者利用者利用者利用者のののの尊重尊重尊重尊重

Ⅲ-４-（１）利用者のアセスメントが行われている。

Ⅲ-４-（２）利用者に対するサービス実施計画が策定されている。

２－（５）　理容・美容

２－（３）　排泄

２－（４）　衣服

２－（２）　入浴

１－(１)　利用者の尊重

Ａ－Ａ－Ａ－Ａ－２２２２　　　　日常生活支援日常生活支援日常生活支援日常生活支援

２－(１)　食事



A-1-(6)-①　安眠できるように配慮している。 aaaa

A-2-(7)-①　日常の健康管理は適切である。 aaaa

A-2-(7)-②　必要な時、迅速かつ適切な医療が受けられる。 aaaa

A-2-(7)-③　内服薬・外用薬等の扱いは確実に行われている。 aaaa

A-2-(8)-①　余暇・レクリエーションは、利用者の希望に沿って行われている。 aaaa

A-2-(9)-①　外出は利用者の希望に応じて行われている。 aaaa

A-2-(9)-②　外泊は利用者の希望に応じるよう配慮されている。 aaaa

aaaa

A-2-(10)-①　預かり金について、適切な管理体制が作られている。 aaaa

A-2-(10)-②　新聞・雑誌の購読やテレビ等は利用者の意志や希望に沿って利用できる。 aaaa

A-2-(10)-③ 嗜好品（酒、たばこ等）については、健康上の影響等に留意した上で、利用者の意
志や希望が尊重されている。

非該当非該当非該当非該当

２－（６）　睡眠

２－（７）　健康管理

２－（８）　余暇・レクリエーション

２－（９）　外出・外泊

２－（１０）　所持金・預かり金の管理等


